
自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う

意
識
変
容
を

　
2
0
1
8
年
に
発
表
さ
れ
た
世
界

各
国
の
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
ラ
ン
ク

づ
け
し
た
「
世
界
リ
ス
ク
・
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
」
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
で

3
番
目
に
リ
ス
ク
が
高
い
と
評
価
さ
れ

た
。
同
国
で
は
05
年
か
ら
14
年
ま
で
の

あ
い
だ
に
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
の
べ

7
5
0
0
万
人
が
被
災
し
て
い
る
。

　
日
本
は
同
じ
く
災
害
大
国
と
い
わ
れ

る
。
13
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
台

風
ヨ
ラ
ン
ダ
の
復
旧
復
興
の
な
か
で
は
、

日
本
の
災
害
経
験
に
基
づ
き
、
次
の
災

害
に
備
え
て
よ
り
災
害
に
強
い
社
会
の

構
築
を
目
指
すBuild Back Better

（
よ
り
よ
い
復
興
）
を
働
き
か
け
、
同

国
の
復
興
方
針
に
反
映
さ
れ
た
。
ま
た

「
予
防
に
対
す
る
1
ド
ル
の
事
前
投
資

が
、
災
害
発
生
時
に
は
4
〜
7
ド
ル
に

相
当
す
る
支
出
を
抑
え
る
」
と
い
う
事

前
投
資
の
必
要
性
を
説
き
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
に
も
そ
れ
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
近
年
は
気
候
変
動
に
よ
っ
て
自
然
災

害
の
頻
度
が
増
し
、
規
模
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
J
I
C
A
は

人
の
命
や
社
会
経
済
を
守
る
た
め
の
協

力
を
継
続
し
て
い
る
。

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
面
を
含
む

包
括
的
な
取
り
組
み

　
ア
ジ
ア
地
域
で
も
屈
指
の
人
口
密
度

を
か
か
え
る
沿
岸
低
地
の
大
都
市
マ
ニ

ラ
首
都
圏
。
そ
こ
を
貫
流
す
る
パ
ッ
シ

グ
・
マ
リ
キ
ナ
川
と
そ
こ
か
ら
分
岐
す

る
マ
ン
ガ
ハ
ン
放
水
路
沿
岸
の
災
害
リ

ス
ク
が
高
い
エ
リ
ア
に
は
、
1
万
世
帯

以
上
が
生
活
す
る
巨
大
な
ス
ラ
ム
街
も

形
成
さ
れ
て
い
る
。
洪
水
が
発
生
す
る

た
び
に
貧
困
層
の
人
々
の
生
活
が
脅
か

さ
れ
る
。

　
J
I
C
A
は
1
9
9
0
年
以
降
、

マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
洪
水
被
害
軽
減
を
目

的
と
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

始
ま
り
、
こ
の
パ
ッ
シ
グ
・
マ
リ
キ
ナ

川
の
護
岸
整
備
や
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

と
い
っ
た
ハ
ー

ド
面
に
加
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
被

害
予
測
地
図
）
の
作
成
や
避
難
訓
練
、

学
生
向
け
の
防
災
教
育
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
で
の
協
力
も
同
時
に
進
め
て
き
た
。

「
本
事
業
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
氾

濫
リ
ス
ク
の
評
価
を
ふ
ま
え
て
、
計
画

段
階
か
ら
具
体
的
な
施
策
ま
で
セ
ッ
ト

で
取
り
組
む
包
括
的
な
協
力
が
特
徴
で

す
。
そ
の
過
程
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

や
地
方
自
治
体
の
防
災
能
力
の
強
化
や

人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
J
I
C
A
地
球
環

境
部
の
丸
山
和
基
さ
ん
だ
。
J
I
C
A

は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
お
け
る
治
水
対
策

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
達
成
に
向
け
て

他
の
機
関
と
も
連
携
し
て
お
り
、
世
界

銀
行
は
パ
ッ
シ
グ
・
マ
リ
キ
ナ
川
上
流

部
の
治
水
対
策
を
支
援
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
J
I
C
A
フ
ィ
リ
ピ
ン

事
務
所
の
林
公
子
さ
ん
は
「
マ
ニ
ラ
首

都
圏
で
の
事
業
と
は
別
に
、
国
民
へ
の

啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
気
象
天
文
庁
と
連
携
し
て
実

施
す
る
、
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教

育
も
そ
の
一
つ
だ
。
各
地
の
学
校
で
日

本
人
の
専
門
家
や
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
に
よ
る
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
授
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

「
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起

き
た
と
き
、
災
害
発
生
直
後
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
り
生
き
埋
め
に
な
っ
た
り
し

た
人
々
の
約
7
割
は
、家
族
も
含
む〝
自

右 ： 各観測地点から送信される水位、雨
量等のデータを収集・処理する中央制御
ステーション。ここが拠点となって、洪水予
警報を発令する。

左 ： フィリピンのマニラ首都圏及び周辺地域における、現在（1981-2000）、2040 年気候（2031-2050）および
2055 年気候（2046-2065）の年間雨量分布（㎜/年)を示すデータ。このようなデータを活用しつつ、さまざまな対
応を検討していく。
出典 ： 「フィリピン国マニラ首都圏及び周辺地域における水資源開発計画に係る基礎情報収集調査（水収支
解析等）」からの一部抜粋。

パッシグ・マリキナ川河川
改修工事で整備された堤防
（左）と周辺の住民（上）。

上 ： 教育省とともに作成し、
各地に配布されている子ども
向けの「防災ハンドブック」。

助
〞
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
焦
点
を
当
て
、
自
分
や

身
近
に
い
る
人
の
身
を
守
れ
る
よ
う
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
J
I
C
A
東
南
ア
ジ

ア
・
大
洋
州
部
の
佐
伯
健
さ
ん
は
話
す
。

国
と
し
て
備
え
る

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
毎
年
の
台
風
に

備
え
て
防
災
対
策
の
予
算
を
準
備
し
て

い
る
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
政
府
の
財
政
が
圧
迫
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、

本
格
的
に
台
風
の
季
節
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
災
害
に
よ
り
国
の
財
政
が

大
き
く
傾
い
て
は
、
復
興
も
大
幅
に
遅

れ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
災
害
が

起
き
た
と
き
に
低
い
金
利
で
迅
速
に
日

本
か
ら
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
の
「
災
害
復
旧
ス
タ
ン
ド
・
バ

イ
借
款
（
フ
ェ
ー
ズ
2
）」
に
今
年
9

月
15
日
に
調
印
し
た
。
2
0
1
4
年

に
実
施
さ
れ
た
フ
ェ
ー
ズ
1
で
は

5
0
0
億
円
の
貸
与
を
う
け
、
台
風

ヨ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
復
興
に
活
用
し
、
速

や
か
な
住
民
の
生
活
再
建
に
貢
献
し
た
。

今
回
は
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
感
染

症
に
も
適
用
で
き
る
点
が
大
き
な
違
い

で
、
よ
り
幅
広
い
脅
威
の
発
生
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
人
ひ
と
り
の
住
民
か
ら
国
レ
ベ
ル

ま
で
、
予
防
し
、
備
え
る
こ
と
で
災
害

と
い
う
脅
威
に
強
い
社
会
を
築
い
て
い

く
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
、
J
I
C
A
は
こ

れ
か
ら
も
寄
り
添
っ
て
い
く
。

災害リスクに耐えられる
インフラ整備を！

防災について
学ぼう！

災害に強い社会へ
「人間の安全保障」を実現するためには、リスクを軽減するための

“予防”や脅威が発生した後の対応を見据えた“備え”の視点が欠かせない。
台風や洪水などの自然災害が頻繁に起こるフィリピンでは、
予防策への事前投資と災害発生後に向けた備えのために、

政府だけでなく住民一人ひとりにいたるまでの能力強化に取り組んでいる。
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新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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